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学生時代に上田市で令和元年台風第 19 号の災害ボラン
ティア活動に参加し、現在は上田市社協で地域福祉の業
務に励む太田紗久也さん。令和 6 年能登半島地震では
災害ボランティアセンター運営支援者「DSAT」の一員と
して活動し、次代を担う若手職員として成長しています。

ちいきと
あなたと
ともに暮らす

上田市社会福祉協議会 上田地区センター
地域福祉推進課 地域福祉係 兼
上田ボランティア地域活動センター

主事 太
お お た

田 紗
さ く や

久也さん

福祉の現場で活躍するスタッフをご紹介
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長野県内社協DSAT（災害ボランティアセンター運営支援者）の一員として
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能登半島地震の支援に参加
近年、全国で地震や風水害などが頻発し、被災地の
社協が中心となって災害ボランティアセンターを開設す
ることが多くなっています。また、各地の社協から応援
職員が派遣され、ボランティアのコーディネートなど幅
広い被災地支援が行われています。
長野県では災害発生に備え、専門の研修を受講し
た県社協や市町村社協の職員による長野県内社協
DSAT を設置。発災時は被災地に赴き、情報収集や
被災地社協等との連携、災害ボランティアセンター開
設の支援などに取り組んでいます。実際、今年元日に
発生した令和 6 年能登半島地震でもDSATが派遣さ
れ、太田さんはその一員として、4月から5月にかけ
て２回、被災地で支援活動を展開。前任者からの業
務の引き継ぎや現地調査、ニーズの把握などを行いま
した。
「地元社協の職員も被災者なので、気持ちに寄り添い
ながらも、あくまで応援という立場で意見を聞きつつ、
地元主体でボランティア活動が展開されるよう意識しま
した。また、地元住民との関係づくりを大切に、被災
者の状況や体調などを気遣いながらボランティアニーズ
の把握に努めました」
こうした被災者に寄り添う支援は、実際に太田さん
が学生時代、令和元年台風第19 号で災害ボランティ
ア活動に取り組んだ経験が生きていると話します。

災害ボランティアの経験を原点として
台風第19 号災害の際、上田市の長野大学で福祉
を学んでいた太田さん。当時、アパートから避難所だっ
た同大学体育館に自主避難し、学生ボランティアグルー
プで災害支援に取り組みました。その縁もあり、現在
は上田市社協に勤務し、能登半島地震では同市社協
の業務で DSATに加わりました。
「被災地では短期間の滞在ながらも、地元の社協職
員と今後の助け合いにつながる関係づくりができたと
感じています。ただ、私が被災地に行ったのは発災 3
か月後。発生直後の支援は経験していないので、今後
はより多くの研修や活動に参加し、初動対応や災害ボ
ランティアセンターの拠点設置、サテライトづくりなど
も学びたいです」
通常業務では、地域福祉のほか、上田ボランティア
地域活動センターの業務も担い、地元ボランティア団
体の活動を支援するなど、地域住民との関係性も大
切にする太田さん。同時に、学生時代から取り組む子
ども食堂のボランティアも継続するなど、運営側と参
加側、両方に携わることで、日頃から助け合える地域
づくりを目指し成長中です。

12 5月に行われた「DSAT基礎研
修」では、能登半島地震での活動報
告を発表した太田さん。研修では、
ほかにも様々なDSATの活動が紹介
され、参加者はフェーズに応じた支
援を学んだ。
34「多少でも被災地の力になり、
その経験を上田市の災害時に活か
したい」との思いでDSATに加わっ
た太田さん。「昔は人に話しかける
ことが苦手だったが、災害支援を
通じて成長した」と話す。3 4

【 住　 所 】上田市中央 3-5-1
【電話番号】0268-27-2025

上田市社会福祉協議会

https://www.ueda-shakyo.or.jp/
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石川県の要請を受け、能登町に
１８３人を派遣
長野県ＤＷＡＴは令和元年９月に結成。翌月、台風第

19号災害に対応して避難所支援を実施しました。
能登半島地震に際しては、石川県の要請を受けて、１

月８日から能登町の避難所支援を開始。１月は、５名体
制（移動含めて4泊 5日）、２月からは７名～９名体制で
派遣を実施。３月30日までの83日間で183人、のべ
929人の福祉専門職が支援に入りました。

「避難所での介護負担」が限界に…
福祉避難所を設置
能登町は、人口約 15,000 人、高齢化率 50％超の
海と山の自然のもと独自の生活文化を育む町です。能
登半島地震の発生で、3,000 人を超える人が町内 60
か所を超える避難所に分散避難。各避難所では、高齢
者等の介護や見守りを避難者同士で行っていましたが、
徐々に負担感が増していきました。
町の指定福祉避難所となっていた５つの高齢者施設
等は、ハード・ソフトの両面で被災していたため受入れ
ができず、また、町を離れる広域避難には、「行きたく
ない」「行けない」「判断がつかない」という高齢者が
少なくありませんでした。

福祉避難所の開設へ
長野県ＤＷＡＴは、能登町からの要請を受けて、同町小
木地域交流センターにテントや段ボールベッドを持ち込
み、福祉避難所を設置。医療や保健チームと連携して町
内に広がる避難所から、福祉避難所で過ごす必要がある
要支援者を抽出。1月19日から受入れを開始しました。
水道、トイレ、お風呂が使えない中での介護のため、
福祉・介護専門職が様々な工夫をし、また、寒さ対策、
感染症対策などには医療チームとも連携して注意を払
い、1月下旬から3月中
旬まで、認知症傾向のあ
る高齢者など1日平均約
15 名の避難生活を昼夜
に渡って支えました。

トレーラーハウスで滞在拠点を整備
支援者は、トレーラーハウスの設置で安全な滞在拠点

を確保。キャンピングカーや移動用車両の提供など、多
くの企業や県民の皆様からのご支援をいただき、事故も
なく83日間の派遣を遂行することができました。
能登半島地震の被災地、そして能登町の一日も早い
復興を祈念しつ
つ、この経験を、
地理風土の共通
点が多い信州の
防災福祉に役立て
ていきたいと考え
ています。

「避難所での介護、もう限界…」

外部支援で福祉避難所を開設
長野県ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）

特集
１

長野県DWAT 能登町活動報告
………………………………

能登町

小木地区
役場

長野県災害福祉広域支援ネットワーク協議会
電話 026-226-1882（県社協内）  
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災害ボランティア 30団体に
助成、のべ1,200人が参加
大規模災害ボランティア活動応
援助成は、令和元年台風第１９号災
害を機に、長野県の補助を受けて
スタートした長野県社協による助成
制度です。
能登半島地震では、災害ボランティ

ア活動に参加する県内グループ 30
団体に交通費や宿泊費として、400
万円余りを助成しています。
（令和６年５月末現在）

赤い羽根「ボラサポ」助成を受けて、
多様な団体・企業の活動を促進
長野県社協では、赤い羽根「ボラサポ（長中期）」助成を受けて、多様な
技術やノウハウを持つ団体・企業の支援活動を促進しています。
１月下旬、長野県介護福祉士会を主体とする奥能登入浴支援プロジェクト
がスタート。2月からは、能登町の農家民宿群「春蘭の里」の営業再開を支援。
多くのボランティアが宿泊しています。
また、3月には、災害ボランティアセンターの活動の本格化に備え、能
登半島地震復興支援県民本部から10台の軽トラを現地（輪島市、能登町）
に届けました。5月からは、県内の㈱竹内製作所の重機を活用したボランティ
アプロジェクトの活動を調整する等、多様な団体・企業の活動を促進してい
ます。

信州から能登へ

あたたかなボランティアの力を
大規模災害ボランティア活動応援助成など

特集
２

災害ボランティア活動
………………………

助成金情報
大規模災害ボランティア

活動応援助成
あの時の「恩返し」の意味を込め
て、信州から能登へ沢山のボラン
ティアの力を届けませんか。

チームうるし（３月中旬、輪島市）

奥能登入浴支援プロジェクト
( 県介護福祉士など、輪島市ほか、2月 )

軽トラプロジェクト
( 復興支援本部など、輪島市、能登町、1月～）
※写真は3月

農家民宿群「春蘭の里」の再開に向け、建築
士が同行して修繕について助言

竹内製作所の重機を活かした支援活動をコー
ディネート

須坂市社協ボラ・バン（4 月上旬、能登町） 連合長野、安曇野市社協ボラ・バン（4 月中旬、能登町）

応援助成は、現
在も、随時受付
中です。ぜひご
活用下さい！

赤い羽根
ボラサポ
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住民が自分たちの地域のため、つながり、
ひろがりながら行うパワーあふれる活動を
紹介します。

令和 6 年４月 21日、大桑村スポーツ公園にて八重桜が満開で春爛漫の気候の中、
“ こどもまつり ㏌ 木曽 ” が初開催され、約 250 名の方が参加しました。
企画したまいさぽ木曽・杉村信子主任相談支援員にインタビューしました。

開催のきっかけを教えてください。
木曽地域は、人口減少が進み、それに伴い、担い手不足も進んでいます。
昨年度、木曽法人会からまいさぽ木曽に相談があり、令和６年３月に「食品ロス研修会」を開催しました。
講師の傳田さん（県社協　若者サポートプロジェクト相談員）から、「楽しい場所やこども食堂」の必要性、
子どもたちの未来のために我々は何ができるか？と投げかけがあり、考え始めました。
木曽郡内には６町村ありますが、子ども達との接点が少なく事業化できていない現状があります。その中で、
郡内の関係機関が連携して事業を行う必要性を感じ、社協等に協力してもらい開催しました。

どんな関係機関が参加、協力して行われましたか？
上松町社協、大桑村社協、上松町教育委員会、大桑村教育委員会、上松小学校、大桑小学校、大桑中学校、
大桑村スポーツ推進員、木曽ねざめ学園、木曽地区保護司会、大桑村更生保護女性会、木曽警察署、NPOホッ
トライン信州、まこと工房、まいさぽ木曽、長野県社会福祉協議会が参加・協働して開催されました。

今後の展望を教えてください。
当日は天候にも恵まれ、大勢の関係者のつながりに助けていただき、子供たちを支える地域の連携の大切
さを痛感しました。今回参加した子どもたちが大人になり、大桑村スポーツ公園の桜が咲いた時、「こどもま
つり」に参加して楽しかった体験を思い出し、「地域あい」に繋がり、将来持続可能な木曽地域になってほし
いと思います。
今回社協、まいさぽ、児童養護施設、関係団体がつながりを深めるきっかけとして始まった「こどもまつり」
を今後も継続して開催したいと考えています。

こどもまつり ～笑う門にはハッピーカムカム～

モルック、チャンスボール、新聞紙スリッパ、
らくがき、竹とんぼ、紙飛行機、折紙、

パトカー・白バイ体験会

ぬいぐるみ 300 個、竹とんぼ１００本、
空き缶風車１００缶、わたあめ、ポップコーン、米、

トマト、食品、子ども用タオル２００枚

白バイやパトカー
カッコイイ！

初めて乗った。
おまわりさんと話

したよ

 わたあめ並んで
やっともらえた、

おいしい！！

 モルック、
チャンスボール
楽しいし、
おもしろい！

体験コーナー体験コーナー

……参加した子どもたちの声……

プレゼントコーナープレゼントコーナー

 空き缶風車って
すごい回るんだ 竹とんぼ

難しいけど
飛ぶのが

おもしろい！

こどもまつり ㏌ 木曽〔2024年4月21日〕

①
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ご感想・お問合せ・掲載希望等は
下記へお寄せください
長野県社会福祉協議会 総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244／FAX 026-228-0130
E-mail info@nsyakyo.or.jp

Webサイトもご覧ください！
福祉・

介護べんり帖
信州福祉・
介護のひろば

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修共同サイト
きゃりあねっと

� � � � � � � � � � � �

何が描かれているんだろうか？
彼が通う事業所には何冊かの有名画家の画集があり、スタッフさんがピカソの画集

を見せて、この中から描いてみる？と提案したそうだ。ピカソのキュビズムといわれる
場面を分解して新たに組みなおしたような絵である。成沢さんはこれをどのように描
くのだろうか？と興味津々で見守っていると、そこには原作とは全く違う絵が現れた。
いろんな形や色が組み合わされた画面の中に人がいる。成沢さんはそれをどんな思

いで描いたのか？ニコニコするばかりで答えてはくれない。成沢さんは線を引いたり色を塗りながら、次第に自分の夢の中のような世界に没入して
いくのかな？子供のころから色を塗ったり絵を描くことが大好きだったようだ。
以前は事業所で作業活動にも取り組んでいたが、年齢も考えられて現在は好きなだけ絵を描く時間が保障されている。
	 （ながのアートミーティング	アートサポーター	関　孝之	取材）

作者：成
なるさわ
沢	茂

し げ み
見（64 才・上田市在住）

『無題』
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住民が自分たちの地域のため、つながり、
ひろがりながら行うパワーあふれる活動を
紹介します。

地域の様々な団体と一緒に関わる機会を積極的に作っていらっ
しゃることが良く分かりました。また、日頃の訪問活動でも情
報を上手に活用して居場所につないだり、気にかけあえる関
係づくりがとても素敵だと思います。これからも地域の相談役
としてご活躍されることを期待しています。

「民生委員・児童委員」は住民が安全に安心して生活することができる地域をつくるボランティアで、住民の困りごとや心配
ごとをきいて、助けてくれる人や場所を紹介する「つなぎ役」として全国各地で活躍されています。
毎年５月１２日は「民生委員・児童委員の日」であり、そこから1 週間は「活動強化週間」として全国一斉に様々なＰＲ活動
やイベント等を行っています。今回は県内でも１年を通して特徴的な活動をされている、岡谷市民生児童委員協議会の北村
隆雄会長と鬼窪保明副会長にお話を伺いました。

地域を支える民生委員・児童委員

地区社協と協働して取り組んでいます

北村隆雄会長 鬼窪保明副会長

だよりを持参して話が弾みます

7
月

号
2024年

6月
25日

発
行

（
毎
月
25日

発
行
）

N
o.

816岡谷市小口区では地区社協と協働し
て、５月と11月に区内の75歳以上の独
居高齢者や80歳以上の高齢者世帯に
対して、配食弁当をお届けする取組をし
ており、その際に民生委員の活動のご紹
介をしています。取組の際は、地区社協

の役員と一緒に訪問しており、それぞれの活動をご案内するこ
とで、お互いの活動を知り、役割分担と協働を常に心掛けて
います。そうして顔をつなぎながら、地区社協が主催のカラオ
ケや世代間交流をする「交楽の会」、敬老会などを紹介し、地
域とのつながりを作っています。
また、これまでの学校行事がコロナ禍で中止や縮小され、

子ども達の様子が分からなくなってしまいました。そのた
め、主任児童委員を主体として「文化伝承の会」を開催し、
焼き芋会をやりながら、待ち時間で区の歴史を紹介したり、
紙芝居を読んだりと、子ども達が地区の大人と関わる機会
を作っています。

岡谷区でも同様に配食の取組をしてい
ますが、対象が75歳以上の高齢者だっ
たり、年３回配食する区があるなど、区に
よってやり方を変えているのも岡谷市の
特徴です。また、高齢者世帯を訪問する
際には、独自の「民生児童委員訪問だより」
を毎月作成し、地域のイベント情報や市内の花の写真を掲載し、
話のネタにしています。中には毎月ファイリングをして、心待ち
にしてくれている方もおり、編集作業にも力が入ります。さらに、
民生委員だけが分かる在宅中の合図を決めてあり、その合図
がある時は自宅を訪問するよう決めておくことで、日頃から気
にかけながら見守りをしています。
特色の一つとして岡谷区公会所は地区役員が交代で常駐

することで児童館のようになっており、子どもを持つ親御さん
に喜ばれています。そこでは育成会を始め様々な団体が活動
し、毎日コーヒーを飲みに行きながら情報収集や積極的にコ
ミュニケーションをとっています。

②


